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現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」（
以
下
「
保
険
証
」
と
い
い
ま
す
）
の
有
効
期
限
が
令
和
５
年
７
月
　
日
を
も
っ
て
満
了
と

３１

な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
へ
届
き
ま
し
た
ら
、
古
い
保
険
証
を

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険
証
の
色
は
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
証
は
１
年
ご
と
の
更
新
が
必
要
と
な
り
、
有
効
期
限
は
令
和
６
年
７
月
　
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
～
保
険
証
を
一
斉
更
新
し
ま
す
！

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り

１
割
・
２
割
（
一
般
）
と
３
割
（
現
役
並

み
所
得
者
）
に
分
か
れ
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
（
１
割
・
２
割
ま
た
は
３

割
）は
、
有
効
期
限
内
で
も
所
得
や
世
帯

構
成
の
変
更
に
よ
り
再
判
定
と
な
り
、

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
に
は
、

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
現
役
並
み
所
得
者
と
は

　
市
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
（
以

下
、「
加
入
者
」
と
い
い
ま
す
）
及
び
そ
の

方
と
同
じ
世
帯
の
加
入
者
は
、
負
担
割
合

が
３
割
の
「
現
役
並
み
所
得
者
」
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
戸

籍
保
険
グ
ル
ー
プ
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合

　
加
入
者
本
人
の
収
入
額
が
3
8
3
万
円

未
満
の
と
き
。
ま
た
は
同
一
世
帯
の
　
歳
７０

　
現
在
使
用
中
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」（
以
下
「
減
額
認
定

証
」
と
い
い
ま
す
）
ま
た
は
「
限
度
額
適

用
認
定
証
（
以
下
「
限
度
証
」
と
い
い
ま

す
）
は
、
保
険
証
と
同
時
期
に
更
新
さ
れ

ま
す
。
保
険
証
と
同
様
に
新
し
い
減
額
認

定
証
及
び
限
度
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
古

い
も
の
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
減
額
認
定
証
ま
た
は
限
度
証
の

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
額
の
ほ
か
、
食
事
代
な
ど
の
標
準
負
担

額
（
次
ペ
ー
ジ
表
２
）
を
支
払
い
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
減
額
認
定

証
を
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
入
院
の

際
に
減
額
認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
減
額
認

定
証
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
食
事
代
の
減
額
の
ほ
か
医
療
費
の
支

払
い
も
自
己
負
担
限
度
額
（
次
ペ
ー
ジ
表

１
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
減
額
認
定
証
が
有
効
と
な
る
の

は
、
申
請
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費

は
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

問い合わせ
戸籍保険グループ

市役所１階

緯４２-３２１７

●
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

か
ら
　
歳
ま
で
の
方
と
加
入
者
本
人
の
収

７４

入
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
と
き
。

▼
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
２
人
以
上
の
場

合
　
加
入
者
本
人
の
収
入
の
合
計
が
5
2
0

万
円
未
満
の
と
き
。

※
原
則
と
し
て
、
申
請
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
例
】
８
月
　
日
に
申
請
→

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
１
日
か
ら
適
用

色
は
黄
緑
色
に
変
わ
り
ま
す
。

■
減
額
認
定
証
の
適
用
区
分

　
自
己
負
担
限
度
額
等
の
軽
減
区
分
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
区
分
Ⅱ
　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方

▼
区
分
Ⅰ
　
区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る
方
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
世
帯
全
員
が
所
得
０
円
（
公
的
年
金
収

入
の
み
の
場
合
受
給
額
　
万
円
以
下
）

８０

▽
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

■
限
度
証
の
適
用
区
分

　
自
己
負
担
限
度
額
等
の
軽
減
区
分
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
現
役
並
み
Ⅲ
　
市
民
税
課
税
所
得
が
６

９
０
万
円
以
上
の
被
保
険
者
と
そ
の
方

と
同
一
世
帯
に
い
る
被
保
険
者
の
方

▼
現
役
並
み
Ⅱ
　
現
役
並
み
Ⅲ
に
該
当
せ

ず
、
市
民
税
課
税
所
得
が
３
８
０
万
円

以
上
の
被
保
険
者
と
、
そ
の
方
と
同
一

世
帯
に
い
る
被
保
険
者
の
方

▼
現
役
並
み
Ⅰ
　
現
役
並
み
Ⅲ
・
Ⅱ
に
該

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　
証
ま
た
は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

●
入
院
し
た
と
き
の
医
療
費
と
食
事
代
等

が
で
き
ま
す
が
、
食
事
代
等
は
払
い
戻
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

当
し
な
い
3
割
負
担
の
方
と
、
そ
の
方

と
同
一
世
帯
に
い
る
被
保
険
者
の
方
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 後期高齢者医療制度～保険証を一斉更新します！

●
高
額
療
養
費

　
１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
が
限
度

額
（
表
１
）
を
超
え
た
と
き
、
超
え
た
額

が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
、
入

院
及
び
外
来
医
療
費
の
額
に
よ
っ
て
は
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
病
院
窓
口

で
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
減
額
認

定
証
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
減

額
認
定
証
は
一
度
申
請
す
れ
ば
毎
年
自
動

更
新
と
な
り
ま
す
）。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

自己負担限度額
区　　　分 外来＋入院

〔世帯単位〕
外来

〔個人単位〕

（医療費総額－842,000円）
　　　　　　　　×１％＋252,600円

（多数該当140,100円※）

課税所得
690万円以上現役Ⅲ

 現役並み
 所得者

（医療費総額－558,000円）
　　　　　　　　×１％＋167,400円

（多数該当　93,000円※）

課税所得
380万円以上現役Ⅱ

（医療費総額－267,000円）
　　　　　　　　×１％＋   80,100円

（多数該当　44,400円※）

課税所得
145万円以上現役Ⅰ

57,600円
（多数該当
　　44,400円※）

18,000円
（年額上限
　　144,000円）

一定以上所得者・一般

24,600円
8,000円

区分Ⅱ
市民税非課税世帯

15,000円区分Ⅰ

※過去12か月の高額療養費の支給が４回目からは多数該当が適用されます。

【表１】１か月の医療費自己負担限度額

【表２】入院時の食事代などの標準負担額

左以外の入院療養病床への入院
区　　　　　　分

食事代(１食)居住費(１日)食事代(１食)

460円370円460円現役並み所得者・一定以上所得者
・一般

210円厚生労働大臣
の定める者（指
定難病患者を
除く）は370円、
指定難病患者
は0円

210円90日までの入院
区分Ⅱ

市民税
非課税
世　帯

160円160円過去12か月で90
日を超える入院

100円
130円80万円以下の年

金受給者
区分Ⅰ

　　0円100円老齢福祉年金受
給者

※減額認定証の適用区分が区分Ⅱの方で、「長期入院該当年月日」欄に日付
が未記入であり、過去12か月の入院日数が90日を超えた場合、申請す
ることにより食事代がさらに減額されます。領収書等の入院日数が確認
できるものを持参のうえ、戸籍保険グループへお越しください。

　
発
送
月
は
１
月
上
旬
と
２
月
下
旬
の
年

２
回
で
す
。

※
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
の
手
続
き
で

「
医
療
費
控
除
」の「
医
療
費
の
明
細
書
」

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
健
康
や
医
療
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
「
医
療
費
通
知
」
を
対
象
期
間
に
医
療

機
関
等
を
受
診
し
た
全
て
の
被
保
険
者
の

皆
さ
ま
へ
送
付
し
ま
す
。

●
医
療
費
通
知
の
発
行

●
高
額
介
護
合
算
療
養
費

　
同
じ
世
帯
の
加
入
者
が
１
年
間
に
支
払

っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

自己負担額の合計の限度額区　　　分

【課税所得690万円以上】212万円
現役並み
所得者

【課税所得380万円以上】141万円

【課税所得145万円以上】 67万円

56万円
一定以上所得者

一　　般

31万円区分Ⅱ市民税
非課税世帯 19万円区分Ⅰ

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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福祉医療助成制度のお知らせ
　市では、北海道と協力して各医療費の助成制度を実施しています。いずれかの健康保険に加入されている
方で、次の制度に該当する場合は、申請により医療費が助成されます。

＜問い合わせ　戸籍保険グループ　市役所１階緯42-3217＞

●重度心身障がい者医療
　次のいずれかに該当する方にかかる医療費
①身体障害者手帳の等級が１級または２級の方及び
３級の一部（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫、肝
臓の機能にかかる障がい）の方
②重度の知的障がいがある方
③精神保健福祉手帳１級に該当する方（外来、訪問看
護のみ）

■各医療費の助成内容

市民税課税世帯（18歳に達する日の年度の末日までの
子どもを除く）
　医療費負担は１割です。ただし、１か月に負担する医
療費が下表の限度額を超えた場合は、申請により超えた
分が支給されます。
【１か月の自己負担限度額】

18,000円
（年額上限144,000円）外来（個人単位）

57,600円
（多数該当44,400円※）入院＋外来（世帯単位）

※過去12か月の自己負担限度額を超えたことによる助
　 成が４回目からは多数該当が適用されます。

市民税非課税世帯（18歳に達する日の年度の末日まで
の子どもを除く）
　医療費は無料です。ただし、初診に限り、下表の額を
限度とする初診時一部負担金がかかります。
【初診時一部負担金】

柔道整復歯　科医　科
270円510円580円

18歳に達する日の年度の末日までの子ども

　医療費は無料です。

※医療機関によっては一度自己負担が必要になる場合が
あります。

　各医療費の助成内容は次の表のとおりです。

●子ども医療
　　上記以外の子ども（18歳に達する日の年度の末
　日まで）にかかる入院・外来医療費

▼収入要件 
　　対象者本人が18歳に達する日の年度の末日ま
では特別な場合を除き収入要件はありません。そ
れ以外は、収入要件があり状況によっては認定さ
れない場合があります。

●ひとり親家庭等医療
①20歳未満の子を扶養または監護しているひとり
親家庭の母または父の入院医療費
②①の家庭の子の入院・外来医療費
③両親の死亡や行方不明などにより、他の家庭で扶
養されている20歳未満の子の入院・外来医療費
※18歳以上の子は一定の要件が必要。

　夏場は、刈払機や草刈機を使って家庭の庭木の手入れなどを行う機会が多くなります。
　刈払機は、鋭利な刈刃がついており、使用中は高速で回転するため、慎重に取り扱わないと指や脚な
どの骨折や切断などといった取り返しのつかない重篤なケガにつながる危険性があります。
　刈払機を使う際は、特に以下の点に気をつけましょう。
・ヘルメット、保護メガネや防振手袋など、保護具を必ず装着し、事前に機器の点検を行ってから作業を

刈払機（草刈機）の使用中の
事故にご注意ください！

問い合わせ　環境交通グループ（市役所1階緯42-3217）

　しましょう。
・作業をする前に小石や枝、硬い異物などを除去し、半径15ｍ以内に人がいないか確認して作業をしま
　しょう。
・障害物や地面などにぶつかって起きる刈刃の跳ね（キックバック） に注意しましょう。
・刈刃に詰まった草や異物を取り除く際は、必ず機器を止めてから行いましょう。
・作業者の家族や周囲の方は、作業者が安全対策をきちんと行っているか一緒に確認し、作業中も作業
　者に変わったことがないかを常に意識するようにしましょう。
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▼
法
定
免
除

①
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
の

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▼
申
請
免
除

　
前
年
の
所
得
が
次
の
①
か
ら
④

に
示
す
金
額
以
下
と
な
る
方

①
全
額
免
除
…
（
扶
養
親
族
等
の

　
数
＋
１
）
×
　
万
円
＋
　
万
円

３５

３２

②
４
分
の
３
免
除
…
　
万
円
＋
扶

８８

　
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保

　
険
料
控
除
額
等

③
半
額
免
除
…
１
２
８
万
円
＋
扶

　
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保

　
険
料
控
除
額
等

④
４
分
の
１
免
除
…
１
６
８
万
円

　
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社

　
会
保
険
料
控
除
額
等

※
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
所

得
で
審
査
さ
れ
、
全
額
免
除
以

外
は
、
減
額
後
の
保
険
料
を
納
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
猶
予
制
度

　
所
得
が
少
な
い
　
歳
未
満
の
方

５０

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　
所
得
基
準
は
全
額
免
除
と
同
様

で
す
が
、
世
帯
主
の
所
得
は
除
き
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
は
、

２０
毎
年
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
卒

業
ま
で
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

本
人
の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

　
失
業
し
た
場
合
も
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
世
帯
主
と
配
偶
者

の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年

の
６
月
ま
で
（
学
生
納
付
特
例
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
）
で
す
。
２
年
１
か
月
前
の

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
が
、
全
額
免
除
に
該
当
さ

れ
た
方
や
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

申
請
時
に
「
継
続
申
請
」
を
希
望

す
る
と
、
翌
年
度
か
ら
の
申
請
手

続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

※
失
業
等
に
よ
る
特
例
免
除
承
認

者
は
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で

す
。

　
砂
川
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
の
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
窓
口
で
、

次
の
書
類
を
持
参
し
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

▽
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
記
入
さ
れ
た
通
知
書

▽
退
職（
失
業
）し
た
方
が
申
請

を
行
う
と
き
は
、
退
職
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
の
写
し
な
ど
）

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
と
比

べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
金
受
給
額
の
減
額

を
防
ぐ
た
め
に
、
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
を
受
け
て
か
ら
　
年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
す
る
際
に
、
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
か
ら

２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
保

険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▽
学
生
証
の
写
し

※
原
則
と
し
て
所
得
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
は
不
要
で
す
が
、

住
所
変
更
な
ど
で
所
得
の
確
認

が
で
き
な
い
方
は
、
課
税
証
明

書
、
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告

書
な
ど
の
写
し
の
添
付
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

国民年金保険国民年金保険料料にはには

免除制免除制度度がありまがありますす

●
免
除
の
種
類
と
対
象
と
な
る
方

●
免
除
・
猶
予
と
な
る
期
間

●
免
除
・
猶
予
の
手
続
き

●
保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
は
、
収
入
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
る
経

済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
っ

　
　
　
　
　〈
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２
１
７
〉

と
が
で
き
ま
す
。

入
さ
れ
る
の
で
、
万
一
の
場
合
で
も
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ

　
免
除
申
請
を
行
い
承
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
期
間
も
年
金
加
入
期
間
に
算

て
保
険
料
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
令
和
４
年
度
歌
志
内
市
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
第
１
回
定
例
会
に
提
出
し
議
決

さ
れ
た
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越

す
次
の
事
業
の
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▼
翌
年
度
繰
越
額

▽
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

５５

■
株
式
会
社
歌
志
内
振
興
公
社
第

　
期
事
業
報
告
及
び
第
　
期
事

４０

４１

業
計
画
に
つ
い
て

　
㈱
歌
志
内
振
興
公
社
の
令
和
4

年
度
決
算
な
ど
の
事
業
報
告
や
令

▽
純
資
産
合
計

　
２
億
４
５
７
４
万
７
４
０
４
円

▽
利
益
剰
余
金

　
　
△
４
６
２
５
万
２
５
９
６
円

和
5
年
度
の
事
業
収
支
計
画
等
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
決
算
等
の
概
要
】

▼
利
用
状
況

▽
入
館
者
数

　
　
　
　
　
　
　
万
５
６
４
０
人

１１

▽
宿
泊
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
９
３
人

▼
損
益
計
算
書

▽
純
売
上
高

　
　
　
９
４
６
９
万
３
１
８
６
円

▽
売
上
原
価

　
　
　
１
９
１
８
万
１
９
７
５
円

▽
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

　
１
億
４
２
０
１
万
１
８
１
４
円

▽
営
業
損
失

　
　
　
　
６
６
５
０
万
６
０
３
円

▽
営
業
外
収
益

　
　
　
　
　
　
　
万
５
８
７
８
円

１６

▽
経
常
損
失

　
　
　
６
６
３
３
万
４
７
２
５
円

▽
特
別
利
益

　
　
　
５
８
９
５
万
９
６
５
０
円

▽
当
期
純
損
益

　
　
　
　
７
６
９
万
７
０
７
５
円

▼
貸
借
対
照
表

▽
資
産
合
計

　
２
億
６
７
６
９
万
８
５
７
２
円

▽
負
債
合
計

　
　
　
２
１
９
５
万
１
１
６
８
円

NEWS

議会の動き
第2回定例会

6月22日から会期5日間で開催

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
取
得
に
当

た
り
、
予
定
価
格
が
２
０
０
０
万

円
以
上
で
あ
る
た
め
、
法
令
及
び

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
７
１
０
１
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

　
億
１
３
７
０
万
９
千
円
と
し
ま

４３し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
低
所
得
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

支
給
事
業
の
増

　
　
　
　
　
２
８
３
１
万
８
千
円

▽
商
工
業
振
興
一
般
経
費
の
増

　
　
　
　
　
２
６
０
６
万
９
千
円

【
歳
　
入
】

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

増
　
　
　
　
　
４
１
０
６
万
８
千
円

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
増
　

　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
万
円

▽
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
特
別
事

業
基
金
繰
入
金
の
減

　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
万
円

■
令
和
５
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
１

４３

４
７
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

と
お
り
で
す
。

【
歳
　
入
】

▽
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　
６
月
　
日
で
任
期
満
了
と
な
る

２４

 石
  井
  吉
  三
  郎
 氏
の
再
任
に
つ
い
て
、

い
し
 
い
 
き
ち
 さ
ぶ
 ろ
う

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。〈
任

期
４
年
間
〉

■
市
内
文
珠

　
　
　
　
　
　
　
石
井
吉
三
郎
氏

※
再
任
の
た
め
略
歴
は
省
略
し
ま

す
。

　
６
月
　
日
で
任
期
満
了
と
な
る

２４

 上
  坂
  孝
  一
 氏
の
再
任
に
つ
い
て
、

う
え
 さ
か
 こ
う
 い
ち

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。〈
任

期
４
年
間
〉

■
市
内
文
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
上
坂
孝
一
氏

※
再
任
の
た
め
略
歴
は
省
略
し
ま

す
。

　
７
月
　
日
（
月
）
か
ら
、
申
告

１０

書
や
申
請
書
等
を
「
札
幌
国
税
局

業
務
セ
ン
タ
ー
」
で
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
７
月
　
日
（
月
）

１０

以
降
は
、
書
面
の
申
告
書
や
申
請

書
等
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
に

は
、「
札
幌
国
税
局
業
務
セ
ン
タ

ー
」
に
送
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
書
面
の
申
告
書
、
申
請

書
等
を
窓
口
で
提
出
す
る
場
合
は
、

滝
川
税
務
署
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
先
住
所
　
札
幌
国
税
局
業

務
セ
ン
タ
ー
（
〒
０
６
０
・
８

５
１
０
　
札
幌
市
中
央
区
大
通

西
　
丁
目
札
幌
第
２
合
同
庁
舎
）

１０

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２

１
７
）

滝
川
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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第７３回「社会を明るくする運動」
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

　社会を明るくする運動は、今年で73回目を迎える全国的な運動です。
　テレビや新聞では、毎日のように事件のニュースなどが報道されていますが、犯罪や非行をなくすた
めには、どうすればよいのでしょうか。
　安全で安心な暮らしは全ての人の望みです。取り締まりを強化して、あやまちを犯した人を処罰する
ことも必要なことです。しかし、立ち直ろうと決意した人を社会で受け入れていくことや、犯罪や非行
をする人を生み出さない家庭や地域社会をつくることも大切なことではないでしょうか。
　刑罰を受け、あやまちを深く反省し、再び生きていくことは、決して容易なことではありません。
　犯罪や非行をなくすことや、あやまちからの立ち直りを支えていくためには、一部の人たちだけでは
なく、家庭や地域の全ての人たちがそれぞれの立場で関わっていく必要があります。
　犯罪や非行のない明るい社会をつくるために、皆さんの温かいご支援とご協力をお願いします。

７月は青少年の非行・被害防止
道民総ぐるみ運動強調月間！

●青少年を非行から守ろう
　1．インターネット利用における子どもの犯罪被害等の防止
　2．有害環境への適切な対応
　3．薬物乱用対策の推進
　4．不良行為及び初発型非行（犯罪）等の防止
　5．再非行（犯罪）の防止
　6．重大ないじめ・暴力行為等の問題行動への対応
　7．社会を明るくする運動の推進
　8．「道民家庭の日」の普及
※初発型非行とは万引きや自転車窃盗のように動機が単純で犯行が容易な犯罪行為です。

●子どもは社会を映す鏡
　子どもたちのために、大人が率先して実践すべきことがたくさんあります。まず、大人自身が変わる
こと。そして子どもたちを温かく見守り、支えてあげること。行動や後ろ姿で、大切なことを示せる大
人になりましょう。

●家族の時間を大切に
　北海道青少年育成協会では、家族団らんの時間を増やすことを提唱しています。毎月第３日曜日を「道
民家庭の日」と定め、この日は家族そろっての食事や、家庭的作業を行うことを勧めています。子どもに
とって、家庭は社会の出発点。非行防止は家庭から。家族が触れ合う時間を大切にしてください。

　７月は「社会を明るくする運動」強調月間です。

　この運動は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築こうとする全国的な運動で、今

年も「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」をテーマに運動が展開されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜福祉事業グループ　市役所２階緯４２-３２１３＞

　北海道では７月を「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動強調月間」と定め、社会を明るくす

る運動と一体的な活動を実施します。

　この機会に、青少年非行に対する共通の理解と認識を深め、青少年に悪影響を及ぼす環境の排除を

心がけるなど、市民の皆さんのご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　＜青少年センター・社会教育グループ　緯４２-４２２３＞
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　令和５年７月１日（土）から道路交通法の改正により、一定の要件を満たす電動キックボードは特定
小型原動機付自転車として、新たな交通ルールが適用されます。そのため申告（登録）手続きが必要と
なり、地方税法に規定する軽自動車税（種別割）に対する納税義務も発生しますので、税務グループに
てナンバープレートの交付を受けてください。
　なお、ナンバープレートは課税対象者を管理するために交付するものであり、公道を走行するために
は、道路運送車両法上の保安基準に適合する必要があります。

電動キックボードに関する法律が改正されます

問い合わせ　税務グループ（市役所１階緯42-3217）

●特定小型原動機付自転車とは
　出力600Ｗ以下の電動機で、最高
速20㎞/ｈ以下に制限されているな
ど、大きさや構造が一定の要件を満
たす車両

　キックボードに電動式モーターを
搭載した、自走可能な乗り物

●電動キックボードとは 　●電動キックボードを使用する際の注意事項●
・１６歳以上であれば運転可（運転免許証は不要）
・ヘルメットの着用は努力義務
・車道通行が原則、路側帯等自転車道なども通行可
・最高速度６㎞/ｈ以下は、一部の歩道で通行可
・歩道通行時は、最高速度表示灯の点滅表示が必要
※くわしくは、購入先の販売業者または警察署へ確認してく
ださい。

　
北
朝
鮮
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
全

国
的
に
「
延
期
」
と
な
り
ま
し
た

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
に
つ
い

て
、
実
施
日
が
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
試
験
放
送
及
び
訓
練
メ
ー
ル
配

信
日
時
　
７
月
　
日
（
水
）　

１２

１１

時
ご
ろ

▼
消
防
の
放
送
　
市
内
各
所
に
設

置
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
日
ご
ろ

の
放
送
と
同
じ
く
ら
い
の
音
量

で
次
の
内
容
を
放
送
し
ま
す
。

▽
放
送
内
容
　「
こ
ち
ら
は
歌
志

内
市
役
所
で
す
。
こ
れ
は
、
試

験
放
送
で
す
。
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
試
験
放
送
で

す
。」
※
繰
り
返
し

▼
登
録
制
メ
ー
ル
　
登
録
制
メ
ー

ル
「
防
災
情
報
」
の
配
信
登
録

者
に
訓
練
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま

す
。

※
７
月
　
日
に
、
訓
練
周
知
の
メ

１１

ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
・
３
２

１
２
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
　
全
国
一
斉
試
験
放
送

　「津波フラッグ」は大津波警報・津波警報・津波注意報（以下、「津波警報等」という）が発表されたこ
とをお知らせする旗です。
　津波警報等は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレン、鐘など様々な手段で伝達されますが、「津波フ
ラッグ」を用いることによって、波音や風で音が聞き取りにくい遊泳中の方や聴覚に障がいをお持ちの
方などにもお知らせできます。
　これから夏にかけて、海水浴等で海に出かける機会が増えますが、海水浴場や海岸付近で「津波フラ
ッグ」を見たり、津波警報等を聞いた時は、海岸から離れ、高い安全な場所へ速やかに避難してくださ
い。

「津波フラッグ」は避難の合図

問い合わせ　札幌管区気象台　地域防災推進課（緯 011-611-6149）

●津波フラッグ
　津波フラッグは、主に船舶間の通信に用いられ、「貴船の進路に危険あり」を意味
する国際信号旗である「U旗」と同様のデザインとしています。U旗は、海外では
海からの緊急避難を知らせる旗として多く用いられています。ただし、U旗は、他
の国際信号旗と組み合わせることによって、別の意味になることがあります。

＜庶務グループ＞▲津波フラッグ
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
防
本
部  

☎
4
2
・
3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

警防・救急グループ

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
殺
虫
ス

プ
レ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
使
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
、
廃
棄
方
法
を
間
違
う
と
大

き
な
事
故
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

■
廃
棄
方
法

①
中
身
は
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
缶
を
振
っ
て
ガ
ス
が
残
っ
て
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

ス
プ
レ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け

る
か
、
付
属
さ
れ
て
い
る
ガ
ス

抜
き
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
て
ガ

ス
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

第１２話 熱中症の予防について

　「
熱
中
症
」と
は
、
体
温

が
上
が
り
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
、
体
温
の
調
節
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
　
主
に
体
温
の
上
昇
や

め
ま
い
、
け
い
れ
ん
、
頭

痛
な
ど
が
発
症
し
ま
す
。

次回～第１３話　　食べ物等が喉に詰まったときの
対応について

缶
か
ら
ガ
ス
を
抜
く
際
は
屋
外

な
ど
の
風
通
し
の
良
い
場
所
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

④
缶
は
、
穴
を
開
け
ず
に
、
透
明

の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
、
危
険
ゴ

ミ
の
回
収
日
（
第
１
・
２
・
３

水
曜
日
）
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
時
は
、
他
の

危
険
ゴ
ミ
と
分
け
て
、
缶
だ
け

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
火
災
事
例

　
他
市
で
未
使
用
の
ス
プ
レ
ー
缶

約
１
２
０
本
を
廃
棄
す
る
た
め
、

　
次
の
場
合
は
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

①
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

②
自
分
で
水
分
や
塩
分
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

③
水
分
や
塩
分
を
と
っ
て
も
症

状
が
よ
く
な
ら
な
い
。

熱
中
症
の
予
防
で
大
切
な

　
　
　
　
　
　
　
　
４
箇
条

室
内
で
換
気
を
せ
ず
ガ
ス
抜
き
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
充
満
し
た
ガ
ス

が
湯
沸
器
の
炎
に
引
火
し
、
多
数

の
負
傷
者
を
伴
う
爆
発
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

の
廃
棄
方
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。〈

予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
〉

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

【救急車を呼んだあとは】
①涼しい場所に移す
②衣類をゆるめる
③首、脇、股を冷やし、体温を
下げる

熱中症は家の中でも発症します

　予定していた「心肺蘇生法について」は９月号に
掲載を変更させていただきます。

　
次
の
か
た
が
た
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
子
ど
も

②
　
歳
以
上
の
方

６５
③
障
が
い
を
お
持
ち

の
方

※
ペ
ッ
ト
の
熱
中
症

に
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

青い部分を冷やす

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
の
廃
棄
方
法
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
4
年
５
月
　
日
よ
り
国
民

１１

年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
取

得
・
種
別
変
更
の
届
出
、
国
民
年

金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
お
よ

び
学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電

子
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
情
報
を
活
用
し

て
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
紙
の
申
請
書
よ
り
簡

単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
申

請
結
果
に
つ
い
て
も
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
に
市
役
所
へ
来
る

こ
と
が
難
し
い
方
も
　
時
間
３
６

２４

５
日
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w

w
.n
e
n
kin
.g
o
.jp
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
 〈
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
〉

国
民
年
金
手
続
き
の

　
電
子
申
請
に
つ
い
て

穴を開けるときに火
花が出る可能性があ
るので、穴を開けず
に捨てましょう!！
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▲市内バス停付近やうたみん花壇

▲悲別ロマン座花壇

▲文珠チロルの湯看板前花壇

▲本町メモリアル公園

花花壇壇づくり

市内で広がる 花花で彩る
　　市の景景観観

▲歌志内学園前花壇

　今、市内の各所できれいなお花を植える動きが広がっています。コロナ禍真っ只中の令和3年5月、
医療や福祉施設などの従事者に対する感謝とエールを送ろうと、医療サービスのシンボルカラーであ
る「青」の花を町内会連合会と商工会議所、市が共同で主催して植栽したことをきっかけに、毎年市
内４か所の花壇（歌志内学園前花壇、文珠チロルの湯看板前花壇、道の駅前花壇、本町メモリアル公
園花壇）できれいなお花が育てられています。今年もそれぞれ花壇に植栽や手入れがされ、色とりど
りの花が道道沿いを彩っています。
　また、毎年市内のバス停付近などにお花を植えてくださっている「美しい道の会」湯浅さんご夫妻
も今年は市内13か所にご自宅で育てたマリーゴールドとミニダリアの球根を植栽、ボランティア団
体のウタピリカ（佐藤友美代表）は悲別ロマン座に生い茂った雑草を刈り、紫やピンクのルピナスで
彩ってくれました。

▲道の駅入り口花壇

本町メモリアル公園時計本町メモリアル公園時計台台

上歌自治会、本町町内会、東
光町内会、歌神町内会がマリ
ーゴールドを植栽。

文珠第三町内会が昨年植栽
した宿根草のガウラとムス
カリの手入れを実施。

「美しい道の会」湯浅さんご
夫妻が自宅栽培のマリーゴ
ールドやミニダリアを植栽。

皆
さ
ん
の
活
動
が
市
内
を
彩
る
。

ウタピリカがロマン座周辺
に自生するルピナスの手入
れ、雑草の草刈りなどを実施。

文珠第一、文珠第二、新泉町
町内会がマリーゴールドを
植栽。

中村、美山、神威神楽岡、神
威町内会と中央地区自治会
がブルーサルビアを植栽。
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問い合わせ　福祉事業グループ（市役所２階緯42-321３）

低所得の子育て世帯生活特別給付金のお知らせ

▼申請に必要な書類等
　申請書、簡易な収入または所得見込額の申立書、給付金を振り込む通帳のコピーなど
▼給付額
　児童１人あたり一律５万円

▼給付対象者（既に低所得の子育て世帯分の給付を受けている方は除く）
①令和５年１月以降に、食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変し、市町村民税均等割が課されて
いない方
②令和４年度分の市町村民税均等割のみが課税である世帯
※転入者の場合、転入前の市町村等にて低所得の子育て世帯生活支援特別給付金を既に受給している場
合は対象外となります。

▼申請に必要な書類等
　申請書、簡易な収入または所得見込額の申立書、給付金を振り込む通帳のコピーなど
▼給付額
　児童１人あたり一律５万円

▼給付対象者
①公的年金給付等を受けていることにより、児童扶養手当の支給を受けていない方
　＝申請が必要（児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限ります。）
②令和５年１月以降に、食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変し、収入が児
　童扶養手当の対象となる水準に下がった方
　＝申請が必要

　
令
和
５
年
６
月
１
日
か
ら
電
気

料
金
の
値
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
主
に
ご
家
庭
で

電
気
を
ご
使
用
さ
れ
る
方
向
け
の

料
金
（
※
）
の
場
合
、　
・
６
％

２２

の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
従
量
電
灯

Ｂ
、
契
約
電
流
　
Ａ
、
使
用
電

３０

力
量
２
３
０
ｋ
Ｗ
ｈ

　
ま
た
、
電
気
料
金
以
外
の
供
給

条
件
に
つ
い
て
も
一
部
見
直
し
ま

す
。（
見
直
し
時
期：

令
和
６
年

北
海
道
電
力
か
ら
の
　
　

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

２
月
）

■
電
気
料
金
以
外
の
供
給
条
件
の

主
な
見
直
し
に
つ
い
て

①
使
用
電
力
量
の
お
知
ら
せ
に
関

す
る
規
定
の
見
直
し
　

　
原
則
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
す
。

②
振
込
票
お
よ
び
書
面
発
行
請
求

書
の
有
料
化

１
契
約
あ
た
り
１
通
（
税
込
）

【
振
込
票
】
２
２
０
円
／
月

【
請
求
書
】
１
１
０
円
／
月

▼
問
い
合
わ
せ
　
ほ
く
で
ん
（
緯

0
1
2
0
・
7
0
0
・
6
8
9
） 

　本給付金は、食費等の物価高騰に直面し、影響を特に受ける低所得のひとり親世帯及び低所得の子育
て世帯（ひとり親以外）に対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から支出の増加の影響を勘
案し、特別給付金を支給します。

繋低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

罫低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）


